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▲頂上での福引抽選会

▲完成した大縄

地域市民センター東西南北

大原自治振興会
　甲賀地域の大原学区は、市の南東に位置し、那須が原
山、油日岳が連なる鈴鹿山麓の山並みから流れる大原川、
櫟野川に沿って開かれた里山が連なる自然豊かな地域
で、10自治区で構成されています。
　同学区では、市の提案を受け、準備委員会を設立され、地
域内の課題の掘り起こしと要因の調査を進められました。
　その後、協議を重ね、「大原自治振興会」が設立され
ました。自治振興会では準備委員会での協議を踏まえ、
地域のまちづくり計画を策定、４つの部会も設置されま
した。
　現在、地域の皆さんが身近な課題解決に積極的にかか
わり「地域のことは地域で」と自ら取り組む地域主体型
の活動を進められています。

大原自治振興会
田
た
中
なか
　勇
いさむ
会長に聞きました。

── �自治振興会設立に至った経過や�
ご苦労されたことをお聞かせください

　市より新しいコミュニティ組織の提案を受け、区長会で
の議論やタウンミーティング、自治会単位の出前講座の説
明を通して地域住民への周知を諮り、学区単位の自治組織
づくりのタイミングは今しかないと判断し、自治振興会設
立に向け始動しました。
　平成 22 年 11 月 16 日に設立準備会を立ち上げ、以降、
半年の間に、規約、まちづくり計画の作成等を行いました。
また学区内の課題を、人権・福祉・環境・生活基盤・地域
振興・教育文化に分け抽出し、共通認識を諮りました。６
回の準備会を経て昨年６月 25日に設立総会を開催し、大原
自治振興会がスタートしました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当自治振興会は４つの専門部会があり、独自の事業に取

り組んでいま
す。
　教育文化部
会では、世代
間の交流を図
る目的で、昨
年 11 月 27
日に「３世代
交流フェス
タ」を開催、
模擬店、大原小児童の自転車模範運転、しめ縄づくりなど
に子どもから高齢者まで多数の学区住民に参加いただきま
した。郷土愛を育み、地域の絆を深めた１日になり、自治
振興会ならではの行事となりました。
　生活環境部会では、管内の 30基の防犯灯のＬＥＤへの交
換や、大原の玄関口である甲賀駅前の花壇整備にも取り組
んでいます。
　健康福祉部会では、いきいきサロンスタッフ研修や備品
購入を行い、高齢者福祉事業の支援を行います。
　地域振興部会では、歴史、観光看板の設置や歴史マップ
の作成を行う予定です。また昨年悪天候のため中止になっ
た町民体育大会も、近隣自治振興会等と共催で、これから
毎年行う予定です。

── �大原自治振興会のＰＲをどうぞ

　当自治振興会は発足して半年が過ぎましたが、学区内住
民の皆さんに広く認知いただけるように、今後も情報発信
や啓発活動に努めていきます。
　地域のことは地域で考え、行動する。地域住民主体で課
題解決へ取り組める安定した組織を構築していきます。自
治振興会活動を通じて皆さんが助け合い、絆を深め、“元気
な地域コミュニティ大原”を目指していきますので、皆さ
んのご協力をお願いします。

高齢者の生きがい創出や若者の地域愛を育むために
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２
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催
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ま
し
た
。
家
庭
で
は
食
べ
る
だ
け

の
お
父
さ
ん
か
ら
学
生
さ
ん
ま
で
が

集
ま
り
、包
丁
を
片
手
に
悪
戦
苦
闘
。

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、鯛
と
か
ん

ぱ
ち
を
三
枚
に
下
ろ
す「
お
造
り
」、

鶏
と
魚
貝
の「
寄
せ
鍋
」、「
手
打
ち
う

ど
ん
」の
３
品
。
完
成
後
、自
分
の
作

っ
た
料
理
の
味
を
参
加
者
全
員
で
楽

し
み
な
が
ら
、日
頃
の
お
母
さ
ん
の

苦
労
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
早
く
も
第
３
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。
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信
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町
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催
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０
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懐
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た
。
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つ
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お
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縄
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す
。
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吊
る
し
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す
。

　

大
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に
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き
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つ
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た
稲
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立
て
た
縄
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、弊へ

い

が

吊
ら
れ
ま
す
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年
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う
る
う
年
な
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で
13
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祝
い
ま
し
ょ
う
。
祝
い
ま
し
ょ

う
。
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う
て
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ゃ
ん
、お
し
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し
ゃ
ん

が
し
ゃ
ん
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、出
来
上
が
っ
た
大
縄

を
前
に
し
て
の
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い
の
言
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を
言
い

ま
す
。
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五
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あ
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よ
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ら
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き
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す
。
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地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、2月１日現在、市の提案 23地区の内、22地区で設立されています

◆
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─
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─

　
２
月
16
日（
木
）〜 

３
月
15
日（
木
）

　
　
※
土・日
は
開
設
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
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間 

─
─
─
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９
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〜
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◆
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─
─
─
─

　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
福
祉
ホ
ー
ル

◦ 

当
会
場
で
は
納
税
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、税
務
署
ま
た
は
お
近
く
の
金
融
機

関
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦ 

開
設
期
間
中
は
、水
口
税
務
署
庁
舎
内

に
は
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ

ん
。　

　
作
成
済
み
の
申
告
書
等
の
受
付
、納
税
、

納
税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
用
紙
の
交
付

も
行
い
ま
す
。

平
成
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確
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水
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税
務
署
か
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お
知
ら
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問
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合
わ
せ
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税
務
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個
人
課
税
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門
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０
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※
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
従
い
操
作
し
て
く
だ
さ
い
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